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掛け声も威勢よく

ワツショイ！ワツショイ！

　8月30日体）、山崎祭りのr大みこし渡御」

が行なわれ、子どもたちや若い衆がrワッシ

ョイ！ワッショイ！」と威勢のいい掛け声を

かけながら集落内を練り歩きました。
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韓
韮
毒
村
政
　
営
懇
図
鯵
響
誰

　
組
月
1
目
か
ら
．
村
が
保
有
す
る
情
報
の
公
開
を
求
め
る
権
利
を
保
障
す

る
「
情
報
公
開
制
度
」
が
開
始
さ
れ
ま
ず
、
ま
た
、
ぞ
れ
と
同
時
に
こ
の
構

報
の
中
に
あ
る
個
人
情
報
が
漏
れ
た
り
、
目
的
以
外
に
使
わ
れ
た
鰯
し
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
の
勃
個
人
情
報
保
護
制
度
」
も
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
情
報
公
開
制
度
は
、
村
の
保
有
す

る
情
報
を
公
開
し
、
村
に
関
す
る
村

民
の
知
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に

よ
り
、
村
民
の
村
政
へ
の
参
加
を
よ

り
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、
村
政

の
公
正
な
運
営
の
確
保
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

1救ヲーは緊々

　　　　　　　㌔
ろ

◆
公
開
を
実
施
す
る
機
関

　
情
報
公
開
を
行
な
う
の
は
、
次
の

7
機
関
（
実
施
機
関
）
で
す
。

○
村
長

○
教
育
委
員
会

○
選
挙
管
理
委
員
会

○
監
査
委
員
会

○
農
業
委
員
会

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

○
議
会

◆
公
開
請
求
で
き
る
人

　
次
に
掲
げ
る
人
は
、
実
施
機
関
に

対
し
情
報
の
公
開
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

○
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

○
村
内
に
事
務
所
ま
た
は
、
事
業
所

　
を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
、
そ
の

　
他
の
団
体

○
村
内
に
存
す
る
事
務
所
ま
た
は
、

鵬
韓
　

　
事
業
所
に
勤
務
す
る
個
人

○
村
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す
る

　
個
人

○
実
施
機
関
が
行
な
う
事
務
ま
た
は
、

　
事
業
に
具
体
的
な
利
害
関
係
を
有

　
す
る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の
団

　
体

◆
公
開
の
対
象
と
な
る
情
報

　
平
成
1
2
年
4
月
1
日
以
降
に
実
施

機
関
の
職
員
が
職
務
上
作
成
ま
た
は
、

取
得
し
た
文
書
、
帳
簿
、
図
面
、
磁

気
デ
ィ
ス
ク
、
磁
気
テ
ー
プ
、
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
な
ど
で
、
当
該
実
施

機
関
が
管
理
し
て
い
る
も
の
に
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
が
対
象
と
な
り
ま

す
。◆

公
開
し
な
い
情
報

　
原
則
と
し
て
、
行
政
情
報
は
す
べ

て
公
開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す

る
こ
と
や
公
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

行
政
執
行
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ

の
あ
る
情
報
な
ど
は
公
開
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
非
公
開
の
例
と
し

て
は
次
の
よ
う
な
情
報
が
あ
り
ま
す
。

○
法
令
ま
た
は
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

　
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
報

○
個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定
の

　
個
人
が
識
別
さ
れ
て
し
ま
う
も
の

○
法
人
な
ど
や
事
業
を
営
む
個
人
の

　
事
業
に
関
す
る
情
報
で
、
そ
れ
ら

　
の
活
動
に
不
利
益
を
与
え
る
も
の

○
立
ち
入
り
、
検
査
、
監
査
等
の
計

　
画
、
訴
訟
及
び
交
渉
の
関
係
資
料
、

　
職
員
の
身
分
取
扱
い
な
ど
の
情
報

　
で
、
業
務
執
行
に
支
障
を
き
た
す

　
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

○
国
や
県
な
ど
と
の
間
で
作
成
取
得

　
し
た
情
報
で
、
協
力
関
係
を
著
し

　
く
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

○
人
命
や
財
産
な
ど
の
保
護
、
公
共

　
の
安
全
と
秩
序
維
持
に
支
障
を
き

　
た
す
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

◆
公
開
の
請
求
方
法

　
情
報
公
開
の
請
求
を
す
る
と
き
は
、

役
場
総
務
課
に
備
え
付
け
の
情
報
公
．

開
請
求
書
に
住
所
や
氏
名
な
ど
の
必

要
な
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
総
務
課
で
は
内
容
を
確
認
し
、

所
管
課
に
請
求
書
を
回
付
し
ま
す
。

　
請
求
が
あ
っ
た
情
報
は
、
受
理
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
1
4
日
以
内
に
公

開
す
る
か
否
か
を
決
定
し
、
請
求
者

に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

　
公
開
が
決
定
し
た
情
報
は
、
通
知

書
に
記
載
さ
れ
た
日
時
、
場
所
で
閲

へo目からスター人

暫」行政
情報

／緬。。。。甥

＼，
　　　～

覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、

公
文
書
の
写
し
の
交
付
を
受
け
る
場

合
は
、
中
里
村
手
数
料
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
手
数
料
を
納
付
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
は
、

個
人
情
報
の
取
扱
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
村
民
の

自
己
情
報
の
開
示
請
求
の
権
利
を
保

障
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
正
で
民
主

的
な
村
政
の
実
現
を
図
り
、
村
民
の

基
本
的
人
権
で
あ
る
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
に

設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
実
施
機
関
が
個
人
情
報
に
つ
い
て
、

収
集
や
保
管
、
利
用
す
る
場
合
に
一

定
の
ル
ー
ル
を
定
め
、
自
己
情
報
を

本
人
の
請
求
に
応
じ
て
開
示
し
た
り
、

内
容
に
誤
り
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

2
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書
参夢

　
醤

　
　
　
　
臨

　
　
　
　
糠

　
　
　
　
公
斬

公文書の閲覧・自己情報の
開示・写しの交付等

驚
聾
躯
藩
歴
凄
響
曝
醒
翼
鰯
5
題
畿
慶
嬬
蟹
茸
誕
要
墓
曇
畳
藍
鑑
露
護

噂躍ゆ

・
非
公
開
・
非
開
示

”
等
決
定
通
知

躍

請求書提

ぬ

騨．
し
書
出

ぬ

鼎
申
て
提

”
服
立

“
不

“騨ゆ

・
不
服
申
し
立

”
て
書
回
付

贋

勉
）

　
　
請
求
書

19
ノ【』、

決定A《へ
）’

燃騰躍鱒脚齪騙撮嶋鶏鰯縣脚騰蘭融瓢贈蹴臆認贈聯賑嵐薦螂躍

諮問

　答申

決定に不服があるとき囲所管課等
情報公開条例・

個人情報保護審査会

◆
個
人
情
報
の
収
集

　
実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を
収
集

す
る
際
に
は
、
収
集
の
目
的
を
明
ら

か
に
す
る
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
手
続

き
に
基
づ
き
公
正
な
手
段
に
よ
っ
て

行
な
い
ま
す
。

　
な
お
、
個
人
の
思
想
、
信
条
及
び

宗
教
に
関
す
る
情
報
、
人
種
及
び
社

会
的
差
別
の
原
因
と
な
る
社
会
的
身

分
等
に
関
す
る
情
報
、
犯
罪
に
関
す

る
個
人
情
報
は
収
集
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
個
人
情
報
を
収
集
す
る
場
合
、

所
掌
す
る
業
務
の
遂
行
に
必
要
か
つ

最
低
限
の
範
囲
内
で
行
な
い
ま
す
。

◆
個
人
情
報
の
管
理

　
個
人
情
報
は
、
正
確
で
最
新
の
も

の
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
ま
た
、

収
集
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、

漏
え
い
、
改
ざ
ん
、
滅
失
、
き
損
、

そ
の
他
の
事
故
を
防
止
し
、
適
正
な

管
理
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
実
施
機
関
は
、
個
人
情
報

の
保
管
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
確
実
か
つ
速
や
か
に
廃
棄
や
消

去
し
て
い
き
ま
す
。

◆
自
己
情
報
の
開
示
請
求

　
実
施
機
関
が
自
分
に
関
し
て
ど
の

よ
う
な
情
報
を
保
有
し
、
ど
ん
な
利

用
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の

内
容
が
正
確
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確

認
で
き
る
の
が
開
示
請
求
で
す
。

　
開
示
請
求
の
で
き
る
の
は
、
次
に

該
当
す
る
人
で
す
。
（
以
下
総
称
し
て

「
村
民
」
と
言
い
ま
す
。
）

○
村
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

○
村
内
に
住
所
を
有
し
な
い
が
、
村

　
に
個
人
情
報
が
管
理
さ
れ
て
い
る

　
個
人

◆
開
示
で
き
な
い
自
己
情
報

○
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
、
本
人
に

　
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ

　
れ
て
い
る
情
報

○
個
人
の
評
価
、
診
断
、
判
定
、
選

　
考
、
指
導
、
相
談
等
に
関
す
る
も

　
の
で
、
開
示
す
る
こ
と
が
適
当
で

　
な
い
と
認
め
ら
れ
る
情
報

○
実
施
機
関
の
業
務
遂
行
に
著
し
い

　
支
障
が
生
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
情

　
報

◆
開
示
等
の
請
求
方
法

　
村
民
は
、
実
施
機
関
が
管
理
し
て

い
る
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報
の
閲

覧
及
び
写
し
の
交
付
を
請
求
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
本
人

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
示

し
て
、
総
務
課
で
請
求
を
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
総
務
課
で
は
内
容
を
確

認
し
、
所
管
課
に
請
求
書
を
回
付
し

ま
す
。

　
請
求
が
あ
っ
た
情
報
は
、
そ
れ
を

受
理
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
1
4
日
以

内
に
請
求
に
応
ず
る
か
否
か
を
決
定

し
、
請
求
者
に
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

◆
情
報
の
開
示
方
法

　
開
示
等
の
決
定
通
知
を
受
け
た
請

求
者
は
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
日

時
、
場
所
で
自
己
情
報
の
閲
覧
や
視

聴
等
が
で
き
ま
す
。

　
開
示
に
関
す
る
手
数
料
は
無
料
で

す
が
、
自
己
情
報
の
写
し
の
交
付
を

受
け
る
場
合
は
、
中
里
村
手
数
料
条

例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
手
数
料

を
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
情
報
の
公
開
や
自
己
情
報
の
開
示

等
の
請
求
に
対
し
、
実
施
機
関
の
決

定
が
「
非
公
開
」
等
に
な
り
不
服
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
不
服
申
し
立
て

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
し
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
学

識
経
験
者
な
ど
で
組
織
す
る
「
中
里

村
情
報
公
開
条
例
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
」
が
公
平
な
審
査
を
行
な
い
、

実
施
機
関
に
答
申
し
ま
す
。
実
施
機

関
で
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
、
請

求
者
に
速
や
か
に
不
服
申
し
立
て
に

対
す
る
決
定
を
行
な
い
通
知
し
ま
す
。

平成12年9月／0日広報なかさと3



慧
繕

灘
』
、
鑑

『態．慧

驚
勲
蹴
纏
、

癬
馨
繋
鍵
嚢
灘
．
購
．

窯
牲
、
ン
な
か
さ
と

　
　
　
藏
館
者
7
5
0
万
人
漣
謙
懸
・
、

　
8
月
1
7
日
㈲
、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

の
入
館
者
が
、
平
成
8
年
7
月
1
8
日

オ
ー
プ
ン
か
ら
ー
、
3
0
6
日
目
で

1
5
0
万
人
を
突
破
し
、

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　
1
5
0
万
人
目
の
幸
運

を
射
止
め
た
の
は
、
南
魚

沼
郡
六
日
町
の
角
田
博
さ

ん
。
角
田
さ
ん
は
「
子
ど

も
た
ち
が
プ
ー
ル
を
楽
し

み
に
し
て
い
た
の
で
来
た

の
で
す
が
、
ま
さ
か
1
5

0
万
人
目
に
な
る
と
は
。
」

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。　

な
お
、
1
5
0
万
人
の

前
賞
は
南
魚
沼
郡
六
日
町

の
大
塚
早
苗
さ
ん
、
後
賞

は
十
日
町
市
川
治
の
徳
永

君
江
さ
ん
で
し
た
。
3
人
に
は
山
本

村
長
か
ら
花
束
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

15
なかさと

＞
花
束
を
受
け
取
る
角
田
さ
ん

　
8
月
8
日
㈹
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

中
里
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
主
催

に
よ
る
人
形
劇
「
空
を
飛
ん
だ
チ
ュ

懸　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舜▲人形と一緒にぴっか

猛
暑
の
中
シ
ク

藻
ヌ
ン
の
花
が
§

　
8
月
2
1
日
㈲
、
貝
野
保
育
園
の
玄

関
先
に
置
い
て
あ
っ
た
シ
ク
ラ
メ
ン

（
春
に
白
や
紅
色
の
花
が
咲
く
、
さ

く
ら
草
科
の
多
年
草
）
の
鉢
植
え
の

花
が
、
こ
の
猛
暑
の
中
、
ピ
ン
ク
色

の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
藤
田
園
長
は
「
7
月
頃
つ
ぼ
み
に

な
っ
て
、
枯
れ
る
か
な
と
思
っ
た
の

に
。
」
と
驚
い
て
い
ま
し
た
。
今
、
開

い
て
い
る
花
は
2
つ
で
す
が
、
葉
の

陰
に
は
無
数
の
つ
ぼ
み
が
あ
り
、
も

1
太
」
が
創
価
大
学
人
形
劇
団

っ
か
り
こ
」
に
よ
り
上
演
さ

れ
、
会
場
は
1
3
0
人
を
超

え
る
親
子
連
れ
で
埋
ま
り
ま

し
た
。

　
人
形
劇
が
始
ま
る
と
子
ど

も
た
ち
は
、
立
っ
た
り
座
っ

た
り
、
舞
台
に
近
づ
い
た
り
、

舞
台
裏
が
気
に
な
る
の
か
舞

台
脇
か
ら
裏
を
覗
き
込
ん
だ

り
と
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ

な
い
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、

紙
芝
居
や
手
遊
び
な
ど
も
行

な
わ
れ
、
会
場
に
は
楽
し
そ

う
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。
劇
団
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
雛

「
ぴ

1
人
は
「
こ
う
し
て
子
ど
も
た
ち
と

直
接
触
れ
合
え
る
こ
と
は
と
て
も
楽

し
い
で
す
ね
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
陰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
▲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
蜘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨

っ
と
咲
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▲楽しく手遊び

鷹瓢⊃●●QO◎卿矧嶋●●O●●O●●Q●駅⊃●●O●●O●●O鰍⊃●●O●●ロ●●O●●O●●O●●⊂）●●⊂）●⊂已

の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

雛鵠赫杯野球大会結果i
茜　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　茜
1　　　　（8／15　村民グラウンド）　　　　i

l　◆優　勝　高道山・清津峡・倉俣チーム　　l

l◆2位貝野チーム　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の

1◆3位田沢第2チーム　　　1さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ
3◆4位田沢第1チーム　　　蓼9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
1※また、ストラックアウト大会も開催さ脇．l
o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聖
1　貝野チームが優勝しました・　　　　　　1
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8
月
9
日
㈱
、
村
民
体
育
館
で
自

然
ふ
れ
あ
い
教
室
が
行
な
わ
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ

ト
作
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ト
ル
に
赤
や

黄
色
の
セ
ロ
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
た

り
、
マ
ジ
ッ
ク
で
絵
を
書
い
た
り
し

な
が
ら
自
分
独
自
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作

っ
て
い
き
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
1

時
間
ほ
ど
で
完
成
し
、
皆
で
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
出
て
打
ち
上
げ
を
行
な
い
ま

し
た
っ
中
に
は
5
0
m
近
く
飛
ぶ
も
の

も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
「
す
ご
～

い
。
」
「
飛
ん
だ
飛
ん
だ
。
」
と
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
何
回
も
打
ち
上
げ
て
い

ま
し
た
。

〉
上
手
に
で
き
た
か
な

霧雛　　灘鐵懸灘

〈
飛
ん
だ
！

　
8
月
1
6
日
㈱
、
お
盆
恒
例
の
大
民

謡
流
し
が
行
な
わ
れ
、
3
0
0
人
を

超
え
る
参
加
者
が
役
場
裏
村
道
を
ユ

ー
モ
ー
ル
ま
で
「
妻
有
盆
歌
」
、
「
中

里
音
頭
」
を
流
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ユ
ー
モ
ー
ル
駐
車
場
で
や
ぐ
ら
を
囲

み
「
十
日
町
小
唄
」
、
「
ホ
ー
カ
イ
節
」
、

「
か
ら
す
踊
り
」
を
踊
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
民
謡
流
し
終
了
後
、
大
地

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
が
村
内
の

病
院
や
福
祉
施
設
に
通
院
・
通
所
し

や
す
い
よ
う
に
と
、
村
と
十
日
町
タ

ク
シ
i
㈱
（
代
表
取
締
役
馬
場
三
郎
）

と
の
間
で
委
託
契
約
が
結
ば
れ
、
8

月
9
日
㈱
か
ら
乗
合
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
託
期
間
は
8
月
1
日
か
ら
1
2
月

31

日
ま
で
で
、
月
2
回
（
1
日
1
往

復
）
運
行
さ
れ
ま
す
。
運
行
す
る
集

落
は
市
之
越
、
鷹
羽
、
豊
里
、
東
田

沢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
運
行
初
日
の
利
用
者
の
1
人
は
「
今

ま
で
通
勤
す
る
孫
や
人
に
頼
ん
で
に

送
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
が
、
今
度
か

ら
1
人
で
通
院
で
き
る
の
で
便
利
に

な
り
ま
し
た
。
」

た
。

と
話
し
て
い
ま
し

〉
運
行
開
始
さ
れ
た
乗
合
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
芸
術
祭
に
訪
れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン

の
民
族
舞
踊
団
「
エ
ス
バ
ル
・
ダ
ン

サ
イ
レ
」
の
メ
ン
バ
ー
1
2
名
に
よ
り
、

ス
ペ
イ
ン
・
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
の

ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
お
客
さ
ん
も

一
緒
に
輪
に
な
り
、
メ
ン
バ
ー
に
ス

テ
ッ
プ
を
教
わ
り
な
が
ら
楽
し
そ
う

に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

〈
そ
ろ
い
の
浴
衣
で
流
し
ま
し
た▲皆で輪になりダンス

平成12年9月10日広報なかさと5



ヌ
羅
ン
ス
ト
リ
ー
ト
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
で
い
つ
ぽ
難

　
8
月
6
日
㈲
、
「
花
と
水
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
総

合
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
大
道
芸
人
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

野
菜
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
様
々
な

催
し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
起
震
車
試
乗
で
は
、
新
潟
地
震
や

阪
神
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の
揺
れ
に
対
し
、
ガ
ス
の
元
栓
を
締

め
た
り
、
机
の
下
に
も
ぐ
り
こ
む
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る
人
の

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
色
と

り
ど
り
の
花
で
飾
ら
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
も
設
置
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

灘
構
怠
災
な
ど
願
繊
簿
　

　
　
　
爺
田
尻
で
風
祭
懸

　
9
月
2
日
㈹
、
東
田
尻
の
河
原
で
大
地
の
芸
術
祭

協
賛
イ
ベ
ン
ト
「
東
田
尻
風
祭
り
」
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
夕
方
5
時
か
ら
役
の
行
者
の
石
塔
前
で
津
南

町
見
玉
の
正
宝
院
の
住
職
か
ら
山
の
神
、
川
の
神
に

〉
会
場
に
は
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
を
し
た
人
も

風
水
害
に
遭

わ
な
い
よ
う

に
と
心
経
を

読
み
上
げ
て

も
ら
い
、
祭

　
“
】

〈
色
と
り
ど
り
の
花
が
い
っ
ぱ
い

▲「湯の花」で無病息災を

り
力
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
神
酒
や
お
洗
米
を
供
え
た
祭
壇

前
の
鍋
に
水
を
入
れ
て
沸
か
し
、
そ
の
お
湯
を
笹
の
葉
に
つ
け
て

お
払
い
す
る
「
湯
の
花
」
の
儀
式
も
行
な
わ
れ
、
集
落
の
皆
さ
ん

の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
会
場
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
を
し
た
集
落
の
人
た
ち

が
や
ぐ
ら
を
囲
み
、
カ
ラ
ス
踊
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
季
節
料
理
は
い
か
が
で
す
か

　
ム
フ
の
時
期
、
こ
ん
な
季
節
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は
「
切
り
干
し
大
根

サ
ラ
ダ
」
の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
作
り
方

①
切
り
干
し
大
根
を
水
で
も
ど
し
鍋
に
入
れ
て
ゆ
で
、

　
冷
ま
し
て
お
＜
。

②
桜
エ
ビ
を
か
ら
い
り
し
、
さ
や
い
ん
げ
ん
は
さ
っ

　
と
ゆ
で
、
細
か
く
切
っ
て
お
く
。

③
玉
ね
ぎ
と
生
姜
を
す
り
お
ろ
し
、
調
味
料
（
し
ょ

　
う
油
、
サ
ラ
ダ
油
、
酢
、
だ
し
汁
、
塩
）
と
混
ぜ

　
ム
ロ
わ
せ
、
切
り
干
し
大
根
、
桜
工
ビ
、
さ
や
い
ん

　
げ
ん
と
和
え
て
出
来
上
が
り
。

★
竹
藤
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
ワ
ン
ホ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

・
は
な
か
つ
お
の
だ
し
汁
を
使
う
と
味
が
引
き
立
ち

　
ま
す
。

▲冷やしてお茶うけやお酒のおつまみにどうぞ

こ
ぶ
し
会

竹
藤
マ
ス
エ
さ
ん
（
山
崎
）

◆
「
サ
ラ
ヴ
▼
」
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
τ
＝
－
目

　
切
り
干
し
大
根
は
、
煮
て
食
べ
る

だ
け
で
な
＜
、
こ
ん
な
ふ
う
に
サ
ラ

ダ
に
し
て
食
べ
て
も
美
味
し
い
で
す
。

ム
フ
の
時
期
、
さ
や
い
ん
げ
ん
の
替
わ

り
に
キ
ュ
ウ
リ
を
使
っ
て
も
い
い
で

す
よ
。

◆
「
サ
ラ
ヴ
」
の
材
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
人
分
）

・
切
り
干
し
大
根
…
－
－
－
…
…
4
0
9

・
桜
　
工
　
ビ
…
…
…
…
…
1

2
9

・
さ
や
い
ん
げ
ん
…
…
…
…
－
4
0
9

●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 ●　　　　　 ●

塩だ酢サし生玉

ね
　
ぎ
…
…
…
…
…
少
々

　
　
　
姜
…
…
…
－
…
少
々

よ
う
油
…
…
－
小
さ
じ
2

ラ
ダ
油
…
…
…
小
さ
じ
4

…
…
大
さ
じ
ー
・
小
さ
じ
2

し
　
汁
…
…
小
さ
じ
2
強

…
…
・
…
…
：
…
：
…
…
・
・
少
々
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今
回
の
ア
欝
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
は
、

転
作
を
前
向
き
に
受
け
と
め
、
良
い

農
地
作
妙
に
努
め
る
と
同
時
に
、
食

生
活
と
住
環
境
に
も
気
を
つ
け
て
い

る
井
之
川
さ
ん
で
す
。

　
連
日
連
夜
猛
暑
で
大
変
な
夏
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
良
い
天
候
が
続
く
と
、

今
年
も
豊
作
で
来
年
も
休
耕
転
作
が

続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
私
は

安
い
加
工
米
を
出
さ
な
い
よ
う
に
努

力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
我
が
家

で
は
、
1
㎞
（
1
町
歩
）
以
上
の
休

耕
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
い
い

　
　
　
　
　
｝
蕪鎌

機
会
に
耕
盤
破
砕
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
田
が
柔
ら
か
く
、
耕
運
や
田
植
、

稲
刈
時
に
は
埋
ま
っ
て
苦
労
し
て
い

る
田
に
セ
ス
バ
ニ
ア
と
い
う
作
物
を

作
っ
て
い
ま
す
。
セ
ス
バ
ニ
ア
は
、

6
月
中
旬
頃
、
動
力
散
粉
機
で
肥
料

と
種
子
を
ま
き
、
軽
く
浅
く
ト
ラ
ク

タ
ー
を
か
け
る
だ
け
で
す
。
夏
の
暑

い
時
期
に
急
激
に
成
長
し
、
今
で
は

2
m
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
。
豆
に

つ
く
根
粒
菌
が
幹
か
ら
根
に
い
っ
ぱ

い
つ
き
ま
す
。
こ
の
根
が
長
年
耕
転

し
て
で
き
た
耕
盤
を
破
砕
し
、
水
は

　
　
　
け
を
よ
く
し
ま
す
。
1
年
目

　
　
　
は
セ
ス
バ
ニ
ア
を
作
り
、
2

　
　
　
年
目
に
は
ソ
バ
か
豆
を
作
る

　
　
　
と
、
ほ
ぼ
畑
と
し
て
も
田
と

　
　
　
し
て
も
地
力
増
進
に
な
り
ま

　
　
　
す
。
毎
年
田
を
換
え
な
が
ら
、

　
　
　
転
作
の
作
物
と
し
て
作
っ
て

　
　
　
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
「
休
耕
で
村
お
こ
し
」
と

　
　
　
よ
く
聞
き
ま
す
。
ー
タ
ー
ン
、

　
　
　
U
タ
ー
ン
す
る
人
が
増
え
て

》
セ
ス
バ
ニ
ア
も
今
は
2
m
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す

い
る
中
、
こ
の
大
自
然
の
豊

か
な
水
、
空
気
、
耕
地
に
恵

ま
れ
た
中
里
村
で
は
、
こ
う

い
っ
た
人
た
ち
を
受
け
入
れ

る
こ
と
は
無
理
な
の
で
し
ょ
う
か
。

知
恵
を
出
し
合
い
「
村
お
こ
し
」
を

と
思
い
ま
す
。

　
野
菜
は
取
っ
て
す
ぐ
食
べ
ら
れ
、

こ
ん
な
贅
沢
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
努
力
し
だ
い
で
、
無
農
薬
に
近
い

物
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年

は
、
野
菜
に
ほ
と
ん
ど
農
薬
を
使
わ

ず
作
り
ま
し
た
。
台
所
の
残
飯
（
野

菜
く
ず
）
を
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
に
入
れ
、

E
M
菌
を
使
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ミ
ズ

も
家
の
周
り
の
畑
に
は
い
っ
ぱ
い
い

ま
す
。
最
近
E
M
菌
を
作
る
の
が
大

変
な
の
で
、
市
販
の
マ
ル
チ
パ
ウ
ダ

ー
に
米
ヌ
カ
を
混
ぜ
て
使
っ
て
い
ま

す
。
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
な

ど
い
っ
ぱ
い
取
れ
ま
す
。
キ
ュ
ウ
リ

は
古
い
葉
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
り
、

風
す
き
も
良
く
、
も
ぎ
残
し
も
あ
ま

り
無
く
、
今
年
は
最
高
の
で
き
ば
え

で
す
。
家
庭
で
出
る
ゴ
ミ
の
再
利
用

を
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
ゴ
ミ
の
焼
却
で
す
が
、
業

者
の
燃
や
す
ゴ
ミ
の
煙
の
も
の
す
ご

い
こ
と
。
「
洗
濯
物
も
外
に
干
せ
な
い
。
」

と
い
う
近
所
の
人
の
声
も
聞
き
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
出
る
も
の
も
多
い

の
で
、
家
庭
で
ゴ
ミ
を
燃
や
す
の
も

で
き
る
だ
け
や
め
ま
し
ょ
う
。
自
分

一
人
く
ら
い
ど
う
で
も
い
い
と
思
わ

ず
に
、
一
人
一
人
が
注
意
し
、
環
境

汚
染
を
少
し
ず
つ
で
も
減
ら
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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　　　　　（β亀つくらやわ6か赤甑）

◆材　料（6人分）

　・餅米一一一一1、5合（230g）　・あずき…一一一70g

　・うるち米・一・1．5合（230g）　・水一一一一2カウプ

　・牛乳一一1．5カップ（300m珍）　・黒いりゴマー一適宜

　・あずきの煮汁一約1カップ　・塩一一一一一一適宜

◆作り方

0餅米とうるち米を混ぜて洗い、水に30分以上浸す。

②あずきを煮て、沸騰したら煮汁をボールに取り、さ

　ましておく。少し硬めにゆでてお＜。

③浸しておいた米をザルにあげ、水気を切って炊飯器

　に入れる。牛乳を入れ、3合の目盛りまであずきの

　煮汁を加える。煮汁が足りないときは、水で調整す

　る。

④最後にあずきを加え炊く。炊きあがったら器に盛り、

　ゴマ塩をふる。

　簡単ですの冠．撒のお彼岸促冠も作ってみませんか．
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書
　
　
名
　
・
　
著
者
名
な
ど
】

紫
紺
の
つ
ば
め
　
　
　
宇
江
佐
真
理

十
七
歳
（
じ
ゅ
う
な
な
さ
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
路
望

濁
世
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
銀
悦

東
京
ゲ
ス
ト
・
ハ
ウ
ス
　
角
田
光
代

お
し
ゃ
べ
り
な
た
ま
ご
や
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
村
輝
夫

彼
方
よ
り
　
　
　
　
　
篠
田
真
由
美

天
切
り
松
闇
が
た
り
第
2
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
田
次
郎

P
の
密
室
　
　
　
　
　
島
田
荘
司

源
氏
に
愛
さ
れ
た
女
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
淳
一

火
怨
　
上
　
　
　
　
　
　
高
橋
克
彦

名
画
の
な
か
の
水
や
火

　
　
　
　
　
コ
リ
ー
ン
・
キ
ャ
ロ
ル

日
本
を
捨
て
て
、
日
本
を
知
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
秀
彦

お
お
と
り
は
空
に
　
　
　
　
津
本
陽

ダ
ッ
ハ
ウ
ヘ
の
道
　
　
　
松
田
十
刻

ひ
ま
わ
り
の
森

　
　
　
　
　
　
ト
リ
イ
・
ヘ
イ
デ
ン

駆
逐
艦
磯
風
と
三
人
の
特
年
兵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
理
二

女
学
生
の
友
　
　
　
　
　
　
柳
美
里

流
さ
る
る
石
の
ご
と
く
　
渡
辺
容
子

夜
の
プ
ー
ル
に
で
る
幽
霊

　
　
　
　
　
日
本
児
童
文
学
者
協
会

に
ん
き
も
の
の
ひ
け
つ

　
　
　
　
　
　
森
絵
都
・
武
田
美
穂

彼
岸
花
　
　
　
　
　
　
　
林
有
加
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今
年
1
0
月
1
日
に
行
な
わ
れ
る
国
勢
調
査
は
何
回
目
？

　
新
潟
県
で
は
、
「
統
計
の
日
」
に
ち
な
ん
だ
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
ク
イ
ズ
を

実
施
し
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
答
え
て
ス
テ
キ
な
商
品
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

☆
ク
雀
ス
☆

　
　
今
年
憩
月
羅
臼
腫
行
な
お
篇
る
国
勢
調
査
は
何
回
目
儀

当
た
る
姪
し
ょ
う
か
♀

　
　
　
①
憩
回
目
　
　
②
擢
翻
目
　
　
③
3
0
回
目

★
ヒ
ン
ト
★

　
大
正
9
年
（
1
9
2
0
年
）
の
第
1
回
調
査
か
ら
5
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
、

昭
和
3
0
年
（
1
9
5
5
年
）
の
調
査
は
8
回
目
で
し
た
。

◆
賞
　
品

　
A
コ
ー
ス
　
ポ
ー
タ
ブ
ル
C
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
　
　
　
　
5
名

　
B
コ
ー
ス
　
高
性
能
安
眠
枕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
名

　
C
コ
ー
ス
　
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
ト
ー
ス
タ
i
　
　
　
　
　
1
5
名

※
当
選
さ
れ
な
か
っ
た
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
2
0
0
名
に
「
統
計
賞
」

　
と
し
て
「
2
0
0
1
年
版
県
民
手
帳
」
進
呈
。

◆
応
募
方
法

　
官
製
は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
（
番
号
）
、
希
望
賞
品
の
コ
ー
ス
、
（
A
・
B
・

C
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
一
つ
）
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
先

　
〒
9
5
0
i
8
5
7
0
　
新
潟
県
庁
統
計
課
「
統
計
の
日
」
ク
イ
ズ
係

◆
応
募
締
切
　
1
0
月
1
8
日
㈱
　
消
印
有
効

◆
発
　
　
表
　
発
表
は
賞
品
の
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

』
新
潟
県
統
計
課
統
計
情
報
班
（
担
当
　
古
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
E
O
2
5
1
2
8
0
－
5
1
1
7

勘な粒の調奪票綴露目塞の
衷切な衆衆がっ・魯aでいます

　あなたとこの町の21世紀のために、10月1圖．国勢

調査を実施します。5年に欄度、日本に住んでいるず

べての人を対象に行なう大規模な統計調査です。

◆調査票に記入してください
9月下旬から、調査員が皆さんのお宅に調査票を配りに伺いま

す。調査票が手元に届いたら、10月1日現在の皆さんの状況を記

入してください。記入していただく項目は、男女の別、出生の年

月、就業状態、通勤・通学地、住居の種類など22項目です。記入

していただいた内容は、統計を作成するためにだけに使い、調査

票は集計後に溶かします。調査票に書かれたことが他に漏れるこ

とは絶対にありませんので、ご安心ください。

10月9日までに、再び調査員が調査票を受け取りに伺います。

◆まちづくりの資料などに活用します
調査の結果は、今年の12月から公表します。まず、人口や世帯

数の速報値を、その後「高齢者世帯の状況」や「労働力状態、産

業別構成」などを順次集計・公表していきます。

例えばこれらの調査結果は、まちづくりを進める貴重な資料と

して役立てていきます。現在、日本は人口の高齢化が急速に進ん

でいます。お年寄りが暮らしやすいまちをつくっていくためには、

住宅や福祉、医療の面でどういった対策が必要かを、調査結果か

ら探っていきます。このほかにも、議員定数を決めたり、都市計

画を策定したり、平均寿命を算出したり……。

あなたとこのまちの21世紀のために、国勢調査の結果を、色々

な分野で活用していきます。

調査票に してくださヤ

します

ぐ》。（）Q・。・∈詠｝。（旧（）⊂副）。。。（）。・∈訊》。⊂一一・。。。・。（）⊂訓。嘩

l　　　　　　　　　　　　ol献血にご協力をお願いします！1

1◆日時9月18日（月）

　　　午前憩時～正午受付

　　　午後1時～3時受付
◆会場中里村総合センター前
◆方　i式　全血献血（2◎0魏・400m£）

◆問合せ先．役場鐵生課保健衛生係

ぐト，∈獣一。一一一一一。一。。一一。一一。。｛卜
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ど
の
畿
う
な
人
が
で
き
る
の
で
す
か
？

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
第
四
条
に
規
定
す
る
身

体
障
害
者
ま
た
は
、
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
戦
傷

病
者
で
あ
る
選
挙
人
で
、
次
の
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

◎
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
両
下
肢
、
体
幹
、
移
動
機
能
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し
く
は
二
級
の
方

・
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
、
膀
胱
、
直
腸
、
小
腸
の
障
害
の
程
度
が
一
級
若
し

　
く
は
三
級
の
方

◎
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

・
両
下
肢
、
体
幹
の
障
害
で
、
特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症
の
方

・
内
蔵
機
能
障
害
で
、
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症
の
方

◎
そ
の
他

　
障
害
の
程
度
が
前
記
と
同
程
度
で
あ
る
と
し
て
、
新
潟
県
知
事
が
証
明
し
た

　
方

※
以
上
の
方
で
あ
っ
て
も
、
実
際
に
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
行
な
う
た
め

　
に
は
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郵
便
穫
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
は
？

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員
長
に

対
し
て
、
本
人
が
署
名
し
た
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
際
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
ま
た
は
、
知
事
の

証
明
書
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
便
投
票
証
明
書
は
、
従
来
は
交
付
の
日
か
ら
4
年
間
有
効
で
し
た
が
、
平

　
成
1
0
年
6
月
1
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
か
ら
7
年
間
有
効
と
な
り
ま
し

　
た
。
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
再
交
付
の
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ
先
　
中
里
村
選
挙
管
理
委
員
会
　
E
6
3
1
3
1
1
1
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◆登録と狂犬病予防注射

◎登録は生涯1回になりました。また、狂犬病予防

　注射は毎年1回（定期は春）受けなければなりま

　せん。

◎鑑札・済票は、その犬の実施を証明するもので、

　必ず犬に装着しておかなければなりません。

◆犬を運動させる時の注意

　狭い犬舎に入れられ、または、つながれている犬

は、欲求不満になり不必要に吠えたり、人に危害を

加えたりします。毎日、朝晩20～30分位必ず運動さ

せましょう。

◎適当な長さの丈夫な鎖等で犬を十分制御できる体

　力のある人が運動させる。

◎交通のはげしい場所、人通りの多い所、子どもの

　遊び場、通勤、通学の時間を避けて運動させる。

藤製撫暮評悉穏
　十日町保健所（B57－2400）または、役場環境課

　第3回中里耕議会定例会が9月茎9日（殉から開催されま

ず。その初田に行なわれる一般質問の質問者と質問事項

は次のとお鱗懸す．

灘
． 難麟幡 難蘭蒙環

1 樋ロ　　戌
米価下落／アート事業／金融機関／スキー場
　　　　　　　　・’の運営／I　T革命について

2 池田初治

直接支払い制の活用に指導の徹底を／大地の

芸術祭の反省と里創プランの今後の取り組み／

清津川ダムについて

3 滝沢勝義 大地の芸術祭について

4 鈴木一郎 スキー場及び地域住民の対応について

5 山本進六
幼児医療費助成の拡大／温泉利用／大地の芸

術祭について

6 吉楽幸司
スポーツ施設／清津峡トンネルから出る温泉

利用について

7 大島昭三
大地の芸術祭／静かに進展している市町村合

併について

8 山田隆太郎
集落の要望事項／とも補償・生産調整依頼申

込みについて

9 鈴木善雄

養魚場跡地管理と利用計画／清津峡歩道トン

ネル開削時の温泉利用／大地の芸術祭と地域

振興の評価の基本である経費の明確化／清津

スキー場の今後の方針について

10 久保田之三
村政の基本姿勢／平成12年度予算の執行状況／

経済対策／学校教育について
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平成12年8月の入札結果
工　　　事　　　名 場　　所 工　事　費 請　負　業　者

特定環境保全公共下水道管渠調査委託 如来寺 1，932，000円 緑水工業株式会社
特定環境保全公共下水道下水道平面図作成委託 倉俣・貝野 11，025，000円 株式会社パ　ス　コ
倉俣芋川地区配水管布設工事（4工区） 倉　　俣 1，438，500円 大隆建設株式会社
役場旧庁舎屋上防水工事 上　　山 5，775，000円 株式会社サンウッド新潟

平成／2年9月10日広報なかさと9



囹国回凹

南雲未音ちやん（1歳）⑭
一浩・法子さん夫妻の長女（上山）

　お母さんと一緒に近所を散歩する

のが大好きな未音ちゃん。午前と午

後の散歩が日課になっています。車

にも興味があるようで、散歩の途中

に車がそばを通ると喜んでいます。

また、家の中では幼児ビデオを見な

がら、手を上げたりしながら楽しそ

うに踊っています。

　お母さんは、r笑顔のステキな女の

子になってね、といつも言ってるパ

パは、七タの短冊にもその願いを書

県
立
簗
鍵
撚
蔀
ウ
ー
ル

平
成
侶
離
鷹
生
徒
募
集

◆
募
集
科
名

・
斑
等
蓼
載
率
業
讐
難
象
科

　
メ
力
卜
口
ニ
ク
ス
科
、
N
C
機
械

科
、
自
動
車
整
備
科
、
電
気
シ
ス
テ

ム
科
、
電
気
施
設
科
、
O
A
事
務
科
、

ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
織
布
科

・
義
務
教
欝
修
欝
餐
以
墨
難
象
灘

　
溶
接
科
、
金
属
プ
レ
ス
科
、
建
築

科
、
左
官
科

◆
募
集
受
付
期
間

・
推
薦
選
考
（
高
等
学
校
卒
業
者
対

　
象
科
の
み
）

　
9
月
1
8
日
側
～
絶
月
2
日
働

・
一
般
選
考

　
1
0
月
1
8
日
困
～
1
1
月
1
日
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日

・
推
薦
選
考
　
1
0
月
1
1
日
困

・
一
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選
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1
1
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1
5
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㈱
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問
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先
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上
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ク
ノ
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ク
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E
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2
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－
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1
9
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1
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法
の
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逡
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法
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設
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・

◆
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代
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の
供
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、
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権
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多

重
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な
ど
の
問
題
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当
者

　
法
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擁
護
委
員
、

司
法
書
±
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土
地
家
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査
士
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十
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町
支
局

　
　
　
　
　
　
盈
5
2
1
2
5
7
5

　
ま
た
は
、
役
場
民
生
課
住
民
係

※
相
談
無
料
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

2
0
0
騨
傭
験

　
　
　
ク
雛
羅
簗
諾
教
室

◆
日
時

　
9
月
2
6
日
ω
℃

　
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
1
時

◆
内
容
　
　
「
秋
を
彩
る
和
風
料
理
」

　
白
い
ん
げ
ん
豆
の
お
こ
わ
、
さ
ん

ま
の
柚
香
焼
、
吹
き
寄
せ
煮
な
ど

◆
場
所

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
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◆
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円
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セ
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金
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業
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受
付
畷
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磯
ま
菊

　
「
人
材
育
成
事
業
」
は
、
事
例
調
査
・
技

術
習
得
事
業
、
講
演
会
の
開
催
、
同
名
町
村

友
好
交
流
事
業
を
、
ま
た
、
「
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
基
金
活
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事
業
」
は
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文
化
・
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ツ
の
派
遣
費
補
助
と
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
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援
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な
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い
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補
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。

　
詳
し
く
は
、
平
成
1
2
年
6
月
1
0
日
号
の
「
広

報
な
か
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と
」
ま
た
は
、
教
育
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会
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涯

学
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問
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せ
く
だ
さ
い
。
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課
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團闘腰圏

・羅羅．樂・

　　　　　さ醤｛樋・由石里｝朴木沢1

舘｛山本裡塁｝山崎

｛鈴木勝利　如来寺
飯野由美子　如来寺

桑原シン（91）東田尻

山　田　アヤ子（58）朴木沢

藤ノ木　歌　子（84）小　　出

村山由一（91）田沢

※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

村
民
芸
術
祭

　
　
　
参
加
作
品
募
集
／

　
ど
ん
な
物
で
も
結
構
で
す
。
皆
さ

ん
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
開
催
日
時

　
“
月
3
日
樹
～
5
日
倒

　
午
前
9
時
～
午
後
9
時

　
　
（
5
日
の
み
午
後
4
時
ま
で
）

◆
場
所

　
総
合
セ
ン
タ
ー
・
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
資
格
　
村
民
ま
た
は
村
内
勤
務
者

◆
作
品

　
書
道
・
写
真
・
絵
画
・
生
け
花
・

陶
芸
・
手
工
芸
・
短
歌
な
ど

◆
募
集
締
切
　
1
0
月
2
5
日
伽

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
中
里
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
B
6
3
－
2
4
9
3

※
芸
術
祭
準
備
に
伴
い
、
1
1
月
1
日

　
㈱
、
2
日
㈱
の
2
日
間
、
総
合
セ

　
ン
タ
ー
及
び
保
健
セ
ン
タ
ー
を
臨

　
時
休
館
し
ま
す
。

村
民
芸
能
祭

　
　
　
　
出
演
餐
募
集
／

　
皆
さ
ん
の
文
化
芸
能
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
年

も
村
民
芸
能
祭
を
開
催
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
カ
ラ
オ
ケ
は
除
き
ま
す
）

◆
開
催
日
時

　
1
1
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
午
前
⑳
時
～
午
後
2
時

◆
場
所

　
ユ
ー
モ
ー
ル
2
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◆
募
集
締
切
　
1
0
月
12
日
困

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
中
里
村
公
民
館

　
　
　
　
　
　
盈
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1
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3

※
1
団
体
演
技
は
2
回
以
内
、
個
人

　
は
1
回
と
し
ま
す
。

…1襲毎姦保嚇晦鞠嚇賎働臓匡輕振賛寄

国民年金の保険料は、市町村から送られてくるr国民年金保険料納付

案内書」で納めることになりますが、仕事が忙しくてうっかり納め忘れ

たことはありませんか？

このようなときのために、国民年金保険料の納付は確実で便利な口座

振替をお勧めします．毎月の納める手間を省くだけでなく、納め忘れの

心配もなくなります。保険料の納付には、ぜひ口座振替をご利用くださ

い。

口座振替の手続きは、村指定金融機関窓口で。

禽月の納税と振替目

■固定資産税

■国　保　税

■保　薄　料

■国民年金

■上下水道

（湖O月2日）

GO月2日）

（10月2日）

（9月25日）

（9月25日）

●交通事故件数

●死　　者

●傷　　者
●死亡事故ゼロ

30件
1人

38人

86日

国民年金は、毎月保険料を納めていただくことになっていますが、ま

とめて納める「半期前納制度」があります。（12年10月分～13年3月分）

前納制度は、

○一定の割合で保険料が割引になる。

○毎月納める手間が省ける。

○納め忘れがなくなる。

など、大変便利でお得な制度です。ぜひ「前納制度』をご利用ください。

r前納制度」希望の方は、10月13日團までに役場民生課国民年金

係まで申込みください。前納用の納付書を送付します。

◆今年度の半期前納保険料

定額保険料
定額前納保険料
　　　割馴額
付加加入者保険料
付加加入者前納保険料［

　　　割引額

79，800円
78，920円
　　8纏o円

82，200円
81，290円
　’慈灘o円

◆詳しくは、役場民生課国民年金係まで問合せください・

11 広報なかさと　’平成／2年9月10日
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／9月15日～10月5日＼

カレンダー

115囲
祝日　敬老の日
老人福祉大会　合中里中学校体育館
（！）10：30～

116仕）

117（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ萎
r一ノレ　　（⊃11：00～11二40

中里村消防団秋季消防演習　合高道山小学i
校グラウンド　08二〇〇～
中里村防災訓練　合高道山小学校グラウンi
ド　　　（D9二10～10：50

118（月） 献血　合総合センター
010二〇〇～12：00・13二〇〇～15：00受付

119（火） 遊びの教室　合総合センター
09：30～10：00受付

i20（水）

手作り工芸教室　合総合センター
∈i）19：30～21：30

ツベルクリン検査　合保健センター
014：00～14二30受付
補聴器相談（リオン）合役場013二45～14：001

i21休）

，22（金）

ツベルクリン判定及びBCG　合保健セン1
ター　014：00～14：30受付
心配ごと相談（樋ロ虎治郎）合ディサービ
スセンター　（D13：30～16二〇〇

行政相談　合老人福祉センター
（！）13：30～16二〇〇

23（土） 祝日　秋分の日

24（日）

ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺し　　（D11二〇〇～11二40

ミュージック・プラネ　合ユーモール
019：30～
村民ゴルフ大会　合十日町カントリークラ
ブ　（工）9：30～

25（月） 補聴器相談（キコエ）合役場015二30～16：00

26（火） 胃がん検診・大腸がん検診　合（D（※会場及…
び時間は健康カレンダーを参照ください）

27（水）
手作り工芸教室　合総合センター
0／9：30～21：30
風しん合保健センター014二〇〇～14：30受付

28休） 胸部検診合0（※会場及び時間は健康カレ
ンダーを参照ください）

29囲

胸部検診　合保健セン，ター
（！）10二〇〇～12：00　・13：00～15二〇〇受イ寸

心配ごと相談（南雲勝男）合ディサービス
》
tzンター　013二30～16：00
津南町中里村小学校親善陸上大会　合津南
小学校グラウンド　09二〇〇～15二40

30（±）

1（日） ドーム中里き☆ら○ら定期投影　合ユーモ
ー辺レ　　∈）11二〇〇～11二40

2（月）

3㈹ 乳幼児身体測定　合保健センター
（D9二30～／／：00

4㈱
手作り工芸教室　合総合センター
（D19二30～21二30

補聴器相談（リオン）合役場013：45～14：00

5休）三種混合　合保健センター
∈）／4二〇〇～14：30受イ寸

※i灘雛灘鞍i霧欝懇灘籔馨雛癖灘鶏鑛際il慧縷灘叢

　　　　　　　　　　　　　　灘獺i、撚鱗鑛臨
鶴繊

8月末現在（）は前月比

男3，271人（十2）

女3，273人（一1）

計6，544人（十1）
　　1，717『（十6）

●人ロ

●世帯数

◆日　時11月5日（日）午前10時30分～午後4時

◆会　　場　グリーンピア津南

◆募集人数　200人（男女ともに100人）

◆応募条件

　・女性…新潟県内、県外在住の20歳以上の独身者

　・男性…十日町市、中魚沼郡在住の25歳以上の独身者

◆参加費　女性：無料　男性：7，000円

◆応募方法

　参加希望者は、氏名、住所、年齢、電話番号を明記のうえ、

　はがき、電話、FAX、メールで申込みください。

◆応募締切　10月13日働必着

◆申込み・問合せ先

　〒948－8501十日町市千歳町3－3

十日町市役所農業委員会事務局

　「縄文の里広域ふれあいパーティー実行委員会」事務局

盈57－3111（内線231〉FAX52－4635
E－mail　noui＠city．tokamachi．r｝iigata．jp

　または、中里村農業委員会　盈63－3111（内線221）

　　　～秋の道、’心で確認　目で確認～

◆運動の重点

　・高齢者の交通事故防止

　・チャイルドシートとシートベルトの着用の徹底

　・ライトの早めの点灯と反射材の活用

認　　・層　葭　　　9／23 大熊内科医院
B52－7066（十日町市）

9／15①山口医院
E52－2174（十日町市）

9／24

㊦山口医院
盈55－2003（十日町市）

9／17

第二藤巻医院
B68－2018（川西町）

津南病院
盈65－3161（津南町）

上村病院
E63－2111（中里村）

10／1 富田医院
E52－3269（十日町市）

　
皆
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か
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踏
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も
勇
気
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り
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て
、
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ぶ
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に
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。

治
療
器
の
「
キ
ー
ン
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と
い
う
、
い

ら
い
ら
す
る
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で
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石
取
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開
始
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体
は
緊
張
の
あ
ま
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硬
直
状
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。
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終
わ
る
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っ

し
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。

　
歯
が
悪
い
と
食
べ
物
も
お
い
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
に
歯
の
治
療

を
し
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で

お
い
し
く
食
べ
た
い
も
の
で
す
ね
。


